○長崎市指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例（平成２５年長崎市条例第１０号）
（定員の遵守）
第１６５条（略）
２　利用者の状況、その家族等の事情により、指定居宅介護支援事業所（指定居宅介護支援等基準条例第５条第１項に規定する指定居宅介護支援事業所をいう。）の介護支援専門員が、緊急に指定短期入所生活介護を受けることが必要と認めた者に対し、居宅サービス計画において位置付けられていない指定短期入所生活介護を提供する場合であって、当該利用者及び他の利用者の処遇に支障がないときは、前項の規定にかかわらず、同項各号に掲げる利用者数を超えて、静養室において指定短期入所生活介護を行うことができるものとする。
３　前項の場合においては、指定短期入所生活介護事業者は市長に対し、同項に規定する緊急に指定短期入所生活介護を受けることが必要と認めた状況等に係る内容を速やかに報告しなければならない。
○長崎市指定介護予防サービス等の事業の人員、設備及び運営並びに指定介護予防サービス等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例（平成２５年長崎市条例第１２号）
（定員の遵守）
第１４０条（略）
２　利用者の状況、その家族等の事情により、指定介護予防支援等基準条例第５条に規定する担当職員が、緊急に指定介護予防短期入所生活介護を受けることが必要と認めた者に対し、介護予防サービス計画において位置付けられていない指定介護予防短期入所生活介護を提供する場合であって、当該利用者及び他の利用者の処遇に支障がないときは、前項の規定にかかわらず、同項各号に掲げる利用者数を超えて、静養室において指定介護予防短期入所生活介護を行うことができるものとする。
３　前項の場合においては、介護予防短期入所生活介護事業者は市長に対し、同項に規定する緊急に指定介護予防短期入所生活介護を受けることが必要と認めた状況等に係る内容を速やかに報告しなければならない。
